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α I _. I →/→¥ r ，. .， r → 1 
÷互 /dr / dr'G (r，ヴ[1>(弓-4>] l争(γ')ー ゆJ' (4) 
ここにや=φA-φBである。長はφの空間平均、 α。に R♂cx:N-2である。関数G(r，r')
の定義は
マー2G(r-r') = o(r -?). (5) 
である。 f(ゆ)はミクロ相分離点近傍ではァ、 gとも正定数として
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とも簡単な Jの表式試
である。ここに係数Lは正である。自由エネルギー汎関数件)を代入すると争に対する鴎
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fδゆδゆ α r~L r LI δG(r) 
β=一一 Idr一一一一+n:r I dr I dr'rs一一φ(r'十一)φ(rf--LVj δTαθTβ 2V j --j μθγα 
ここに Vは系の体護である。流れがあるとき方程式 (10)辻
宗十マ同)=マ2Z=[V2(ーマ2いや+か
、 、 ， ， ?? ?? ??
? 、
となる。ここにvは速度場である。空詫の各点の速度場の発展方程式が必要であるが、こ
こでは vは外から与えられた流れで近畝する。また、非圧縮条件マ .v= 0を諜す。努欝
流を
v=(守(均的0，0)， (13) 
(14) 'i(t) = '10 sinω久
とする。守(t)= dγjdt， '10は査みの大きさであり、 ωは振動数である。流れに乗った座標系







長=0.12、臼 =gニ 1[2] 0 右備の図は陣内らによる 3次元トモグラフイで得られたラメラ
講造と円柱構造の共存[23]0
ここに、 a=1とおいた。また、
















立号室 容1.1 1 守設 警告君
鱒
函 11:応力・歪み曲線。パラメータは T= 2.2、長=0.1、1'0= 0.2、 ω=0.10 G'(ω) (黒
丸)、 G"(ω)(自三角)。ムG'(ω〉ニ G'(ω)-G'(O) (白丸)。 曲線は振轄方程式をジャイロイ
ド平衡解のまわ与で線形近似して得られた。
その係数を複素コンブライアンスとよび、次式で定義される。
σxz = 1'0 (G'(ω) sinwt + G吋ω)coswt) (18) 


































R(B) = Ro + dR(B， t)ヲ (19) 
とおき、フーリエ展開する。




重心の並進速度 vは n=土1のモードと関係している。モード Z土2から 2階のテンソル
811 - -822二 Z2十 Z-2 と812二 821= i(Z2 - Z-2). を導入する。詞様に住3のモー
ドから 3階のテンソルを次のように講或する。 U111= Z3 + Z-3、U222= -i(Z3 - Z-3)、
U111 = -U122ニ -U212= -U221、U222= -U112 = -U121 = -U211・これらの変数の時開
発展方程式は3次までの非線形項をとり入れると次のように与えられる [28]0
d -，Vi - V2Viー α18ijVj-a2[JijkVjVk -a3[Jijk8jk 
dt 
一向(8mn8mn)均一α5([Jfmn [Jfmn) Vi +α68U8nm[Jfnmぅ (21) 
か=一叫十時勺ー ト2i5ij)+ b2UijkVk -b3(丸山)ふj
- b4V28ij - b5(Ufmn[Jfmn)8ij + b6[Jijf8fmVm ， (22) 
fZEljjk= 一κ3[Jijk- d3([Jfmη[Jfmn)玖jk
dt 
i VIJVP ，_ _ ，1 + d1 l州内-tこ(8ijVk十 8ik勺+ら叫j
a2 r rv rv rv Vf I (" rv (" rv (" rv ，1 ÷ 言18ijVk+ 8ikVj +為的-; (8ij8kf + 8jk8if + 8ki8jf) J 
- d4V2[Jijk - d5(8mn8mn)[Jijk 
2dh r ÷ず 18iル U らあVf十九ら匂
-j(ムん8n向十ちたSniSnfVf+弘SnjSnfVf)]
これらは、興奮性反応拡散方程式から導出することが、京期的に、可誌である [29]0
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簡単のため、係数のうち α2=α3 -α4=α5=α6=ち=弘 =b5 = b6 = d3 =ぬ=
d5 = d6 = 0とおいた結果を述べる。 f也のパラメータは α1= -1.0ぅb1= -0.5， b2 = 0.3う


















図 13: 回転運動のスナップショット。パラメータは α1= -1.0、bl= -0.5、 dl = L 
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図 14:(a)ジグザグ運動。 κ2= 0.9、κ3= 0.10 ドメインは左から右に移動している。 (b)
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